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Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
は
、
10
月
29
日
に
㈱
え

ん
が
る
葬
祭
駐
車
場
に
て
収
穫
感
謝
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
始
ま
る
前
か
ら
各
売
り
場
に
長

蛇
の
列
が
作
ら
れ
、
10
時
に
花
火
の
合
図

と
共
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
え
ん
ゆ
う
産
の
玉
葱
や
白
滝

じ
ゃ
が
な
ど
の
農
産
物
を
は
じ
め
、
よ
つ

葉
乳
業
㈱
・
森
永
乳
業
の
乳
製
品
詰
合
せ

各
セ
ッ
ト
、
大
豆
を
使
っ
た
ハ
ン
ド
ク
リ

ー
ム
等
も
販
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
乳
製
品
消
費
拡
大
運
動
と
し
て
、

飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
配
布
が
終
了
し
て
し
ま

う
程
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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玉葱・白滝じゃがは始まる前から

長蛇の列ができていました

多
く
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!!

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
収
穫
感
謝
祭

人参・ねぎ・ごぼうの

各農産物は開始30分ほどで完売

乳製品詰合せのブースは

どちらの詰合せがいいか悩む人も

大豆を原料にしたハンドクリームの他に

小豆など豆類の販売もありました

❖
今
月
の
主
な
記
事
❖

◎
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
収
穫
感
謝
祭
…
…
２

◎
甜
菜
の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た

◎
青
し
そ
の
蒸
留
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

◎
大
豆
の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◎
令
和
４
年
度
公
共
牧
場
退
牧
作
業

◎
第
21
回
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
カ
ッ
プ
パ
ー

　

ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果
に
つ
い
て

◎
共
済
課
よ
り
お
知
ら
せ
…
…
…
…
４

◎
女
性
部
酪
農
部
会
研
修
会

◎
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
酪
農

　

班
研
修
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

◎
農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

◎
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信
…
…
…
…
…
７

◎
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月

　

間
で
す
！！
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

◎
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
…
…
…
…
…
９

◎
理
事
会
の
あ
ら
ま
し

◎
読
者
の
声

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
ま
ち
が
い
探
し
当
選　

　

者
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

◎
ま
ち
が
い
さ
が
し

◎
秋
の
農
事
部
懇
談
会
開
催
に
つ
い
て

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

◎
一
日
皆
貯
金
週
間
で
す
！！
…
…
…
12
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10
月
中
旬
か
ら
、
え
ん
ゆ
う
管
内
の
各
地
区
で
は
砂
糖

の
原
料
と
な
る
甜
菜
（
ビ
ー
ト
）
の
収
穫
作
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

収
穫
作
業
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
取
り
付
け
た
ビ
ー
ト
ハ

ー
ベ
ス
タ
ー
で
、
土
に
深
く
根
付
い
た
甜
菜
を
掘
り
起
こ

し
て
収
穫
し
ま
す
。
掘
り
起
こ
さ
れ
た
甜
菜
は
畑
の
横
や

自
宅
脇
な
ど
に
積
み
上
げ
て
シ
ー
ト
で
覆
い
、
糖
度
を
高

め
て
か
ら
製
糖
工
場
へ
運
ば
れ
ま
す
。

　

今
年
の
収
量
は
平
年
並
み
を
確
保
で
き
る
一
方
、
糖
度

は
暖
か
い
気
候
が
続
い
て
い
た
た
め
、
低
く
な
る
見
込
み

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

収
穫
作
業
は
天
候
が
良
好
な
ら
、
11
月
中
旬
ま
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

10
月
上
旬
か
ら
、
え
ん
ゆ
う
管
内
の
遠
軽
地
区
と
生
田

原
地
区
に
て
青
し
そ
の
蒸
留
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

蒸
留
作
業
は
9
月
に
収
穫
し
天
日
で
乾
燥
さ
せ
た
青
し

そ
を
、
蒸
留
釜
に
隙
間
な
く
詰
め
込
み
、
お
よ
そ
1
時
間

蒸
気
を
あ
て
て
搾
油
し
ま
す
。
蒸
留
が
終
わ
り
蓋
を
開
け

る
と
、
温
か
い
蒸
気
と
一
緒
に
、
青
し
そ
の
良
い
香
り
が

一
面
に
立
ち
込
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
青
し
そ
の
成
育
が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
遠
軽

・
生
田
原
両
地
区
と
も
収
量
が
平
年
よ
り
も
上
回
る
見
込

み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
搾
油
さ
れ
た
油
は
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
出
荷
さ
れ
、

サ
ラ
ダ
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
菓
子
類
な
ど
の
風
味
調
味
料

と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

10
月
中
旬
に
え
ん
ゆ
う
管
内
で
、
大
豆
の
収
穫
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

収
穫
作
業
は
、
専
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
機
で
大
豆
を
刈
取

っ
て
い
き
ま
す
。
今
年
は
夏
季
の
天
候
不
順
に
よ
っ
て
、

収
量
が
心
配
で
し
た
が
、
収
穫
前
の
天
候
が
良
好
だ
っ
た

こ
と
か
ら
平
年
並
み
を
維
持
で
き
る
見
込
み
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

収
穫
さ
れ
た
大
豆
は
大
空
町
女
満
別
に
あ
る
ビ
ー
ン
ズ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
へ
運
ば
れ
、
選
別
・
貯
蔵
さ
れ
た
あ
と
製

品
と
し
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。

甜
菜
の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た

青
し
そ
の
蒸
留
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

大
豆
の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た大豆収穫作業の様子

（湧別町北兵村一区　髙嶋慎一さん圃場）

釜から上げられた青しそからは

もくもくと湯気が

ビートハーベスターで掘り起こします

（遠軽町白滝　菊地伸幸さん圃場）
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10
月
20
日
か
ら
27
日
ま
で
上
湧
別
・
遠
軽
・
白
滝
・
生

田
原
各
地
区
6
つ
の
公
共
牧
場
で
、
5
月
に
放
牧
し
た
牛

た
ち
を
飼
い
主
の
牛
舎
や
育
成
セ
ン
タ
ー
へ
運
ぶ
退
牧
作

業
が
行
わ
れ
、
各
地
区
合
わ
せ
て
６
４
６
頭
が
飼
い
主
た

ち
の
元
へ
帰
り
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
始
ま
っ
た
退
牧
作
業
は
、
利
用
農
家
・
Ｊ
Ａ
・

各
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
が
、
乗
降
場
で
1
頭
ず
つ
牧
場
ご

と
に
仕
分
け
を
行
い
、
家
畜
運
搬
車
に
載
せ
て
い
き
ま
し

た
。
中
に
は
公
共
牧
場
の
環
境
が
恋
し
く
な
っ
た
せ
い
か
、

運
搬
車
に
乗
る
の
を
嫌
が
る
牛
も
い
ま
し
た
が
、
職
員
た

ち
の
声
か
け
な
ど
に
促
さ
れ
、
公
共
牧
場
を
後
に
し
ま
し

た
。

　

退
牧
し
た
牛
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
牛
舎
で
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
23
日
（
日
）、
湧
別
町
五
鹿
山

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
第
21
回
Ｊ

Ａ
え
ん
ゆ
う
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会

に
は
、
上
湧
別
地
区
・
遠
軽
町
地
区
か

ら
多
く
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

当
日
は
73
名
（
男
子
53
名
、
女
子
20
名
）

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
気
温
９
度
と
寒
く
、
雨
が
降

る
中
の
タ
フ
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
和
気
あ
い
あ
い
と
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

上
位
結
果
は
、
下
記
の
通
り
で
す
。

第
21
回
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
カ
ッ
プ
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果
に
つ
い
て

白滝 支湧別牧場

遠軽 見晴牧場

生田原 八重牧場

上湧別 旭牧場

令
和
４
年
度
公
共
牧
場
退
牧
作
業

今大会の優勝者

男子の部　石川武夫さん（写真左）

女子の部　河村美代さん（写真右）

順　位 男 スコア 女 スコア

優　勝 石川　武夫 96（グロス96、ＨＤ0） 河村　美代 100（グロス100、ＨＤ0）

準優勝 青柳　恒敏 97（グロス93、ＨＤ4） 沼田　京子 107（グロス107、ＨＤ0）

３　位 辻　　清美 97（グロス95、ＨＤ2） 上松　幸恵 108（グロス108、ＨＤ0）

[４コース　パー132]
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え
ん
ゆ
う
女
性
部
酪
農
部
会
は
、
10
月
15
日
に
よ
つ

葉
乳
業
㈱
十
勝
主
管
工
場
の
渡
邊
誠
治
主
任
を
講
師
に

招
き
、
集
乳
旬
報
の
読
み
方
に
つ
い
て
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

集
乳
旬
報
と
は
、
酪
農
検
定
検
査
協
会
か
ら
10
日
に

1
度
送
ら
れ
て
く
る
牛
群
の
健
康
管
理
表
で
、
飼
養
管

理
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
研

修
会
で
は
、
集
乳
旬
報
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
検
査
項

目
と
数
値
の
読

み
方
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
乳
量

の
減
少
や
生
乳

の
風
味
異
常
な

ど
の
原
因
に
な

る
ケ
ト
ー
シ
ス

の
改
善
方
法
も

事
例
を
挙
げ
て

説
明
し
て
頂
き
、

参
加
し
た
部
員

は
熱
心
に
質
問

や
意
見
を
交
わ

し
て
い
ま
し
た
。

　

え
ん
ゆ
う
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
酪
農
班
は
、
10

月
19
日
に
佐
呂
間
町
の
若
里
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ミ
ル
ク
工
房

ア
ル
ボ
の
視
察
研
修
を
し
ま
し
た
。

　

若
里
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ミ
ル
ク
工
房
ア
ル
ボ
は
、
昨
年
8

月
に
佐
呂
間
町
の
旧
若
里
小
学
校
の
跡
地
に
工
房
兼
カ

フ
ェ
と
し
て
開
設
。「
お
腹
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴
り
に
く
い
」

と
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
ー
ジ
ー
A2
ミ
ル
ク
を
原
料
に
、
牛

乳
や
乳
製
品
を
製
造
・
販
売
し
て
お
り
、
カ
フ
ェ
を
営

業
す
る
日
は
多
く
の
人
が
来
店
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
製
造
販
売
責
任
者
の
丸
山
洋
平
氏
か
ら
工
場

と
店
舗
の
概

要
、
開
設
に

至
る
ま
で
の

経
緯
を
説
明

し
て
頂
き
、

カ
フ
ェ
内
部

を
は
じ
め
、

生
乳
処
理
を

行
っ
て
い
る

工
場
内
部
も

見
学
さ
せ
て

頂
く
な
ど
、

有
意
義
な
研

修
と
な
り
ま

し
た
。

集
乳
旬
報
の
読
み
方
を
勉
強
し
ま
し
た

女
性
部
酪
農
部
会
研
修
会

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

酪
農
班
研
修
会

普段から気になっていたことを質問

開設までの経緯を話してくれました

共済課よりお知らせ ＪＡ共済

自動車共済継続のご案内
共済証書の直送について
自動車共済継続のご案内
共済証書の直送について

　いつもＪＡ共済をご利用いただき誠にありがとうございます。

　自動車共済継続のご案内・共済証書につきまして、月に１度のクミカン

郵便発送にて一緒に送付しておりましたが、１１月作成分より、長期共済

同様、ＪＡ共済連より直送になりますので、ご理解いただきますようお願

いいたします。

　ご不明な点などございましたら共済課までお問い合わせくださいませ。



　

昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同
組

合
法
（
農
協
法
）
が
公
布
さ
れ
、
今
年

で
75
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農

業
者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、「
農

業
生
産
力
の
増
進
」
と
「
農
業
者
の
経

済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
」
を
図
り
、

国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、

農
協
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の

た
め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原

則
に
掲
げ
る
「
自
主
・
自
立
」「
民
主

的
運
営
」
の
基
本
に
立
ち
、
相
互
扶
助

の
精
神
の
も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況

を
乗
り
越
え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農

と
生
活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　

一
昨
年
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に
感
染
拡
大
し
、

社
会
・
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
お
り
ま
す
が
、
経
済
活
動
は
徐
々
に

日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
分
野
に
お
い

て
は
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る

農
畜
産
物
の
消
費
の
低
迷
、
飼
料
・
肥

料
等
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り
農
業
・

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。

　

思
い
返
す
と
世
界
規
模
で
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
マ

ス
ク
の
需
要
が
急
激
に
増
加
し
ま
し
た

が
、
そ
の
大
部
分
を
海
外
か
ら
の
輸
入

に
頼
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
国
内
は
深

刻
な
マ
ス
ク
不
足
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の

国
が
食
料
の
輸
出
を
制
限
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
、
そ
れ
ら
の
国
か
ら
日
本
は

食
料
を
多
く
輸
入
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
影
響
に
は
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
何
ら
か
の
問
題

が
発
生
し
た
と
き
、
私
た
ち
の
食
料
は

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
私
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
教
訓
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
民
が
必
要
と
し

消
費
す
る
食
料
は
で
き
る
だ
け
そ
の
国

で
生
産
す
る
「
国
消
国
産
」
と
い
う
考

え
方
は
、
消
費
者
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
大
切
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
１
９
４

５
年
に
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

が
発
足
し
た
日
、
さ
ら
に
１
９
８
１
年

に
国
連
が
「
世
界
食
料
デ
ー
」
に
定
め

た
日
で
あ
る
10
月
16
日
を
、「
国
消
国

産
の
日
」
と
し
て
制
定
し
、
令
和
3
年

に
日
本
記
念
日
協
会
に
登
録
し
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
、
こ
の
国
消
国
産
の
周
知
、

さ
ら
に
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
確
認
さ

れ
た
５
５
０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り

を
推
進
す
る
べ
く
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北

海
道
が
一
体
と
な
っ
て
「
ア
グ
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
北
海
道
」
と
題
し
た
統
一
し
た

取
組
み
を
し
っ
か
り
と
実
践
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
は
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精

神
を
事
業
の
拠
り
所
と
し
、
今
後
と
も

組
合
員
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て

営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展

に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
、
農
協
法
公
布
記
念
日
に

あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致
し
ま
す
。

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会　

代
表
理
事
会
長　

小
野
寺　

俊
幸
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ホクレン ＪＡ北海道厚生連 

ＪＡ共済連北海道 

ＪＡ北海道中央会 

ＪＡ北海道信連 

９月３０日～１０月２日の 3日間、さっぽろ創世スクエアにて HTB まつり２０２２が開催

され、JAグループ北海道では、米の消費拡大を目的にブースを出展しました。 

ブースでは「ガチャ」を活用し、１回 1000円で道内 JAのレトルトカレーや Onちゃん

グッズが当たるイベントを行い、590回を超える参加をいただきました。 

JAグループ通信  各団体の詳しい取り組み内容については、 
 ＷＥＢサイトをご覧ください。 

 ＪＡ共済では、『自動車共済お見積りキャンペーン』を実施

しています。キャンペーンＷｅｂサイトへご応募いただいた方

の中から、抽選で 13,500名様にお掃除ロボットなど素敵

な賞品を用意しています。 

キャンペーンは令和５年３月３１日(金)迄です。この機会に

ＪＡ共済のホームページへのアクセスお待ちしています！  

ＪＡバンク北海道の食育活動として、ＪＡ・農協観光・上川

生産連と連携して、親子で農産物の収穫・調理を体験する

バスツアー企画を 10月から 12月に実施します。 

稲刈りをして新米でおにぎりを作るなど、農業体験が初

めての親子でも楽しめるプランを用意しています。 

食への関心を高める企画を通じて、北海道農業のサポー

ターづくりを進めて 

参ります。 

 

 ホクレンと UHBが共同制作したミニ TV番組「それはま

るでトリンドルな 1日でした。」が 9月 6日よりスタートしま

した。放送は、毎週火曜日・午後 9時 54分からです。 

 

 

 

◆親子で学ぼう！あぐりキッチン教室 ◆自動車共済お見積りキャンペーンを実施 

◆UHBテレビにてミニ番組スタート 

 

◆看護師採用 HPを開設 

◆HTBまつりにて JAカレーガチャを開催！ 

 

期間中は、「国消国産」に関する SNS投稿をした方が数量限定で挑戦できる無料ガチャ企画も行いまし

た。ブースには、お笑い芸人錦鯉のお二人やイチモ二農園で米づくりに挑戦した田口彩夏アナウンサーも訪

れ、大いに盛り上がりました。（本イベントの売上の一部は、子ども食堂に寄付いたします） 

 今後も食と農への理解を促し、サポーターづくりを進めるとともに、国消国産を広く周知するための情報

発信を強化して参ります。 

 農業現場に訪れたトリンドル玲奈さんが、農畜産物の調

理・食事などを通じて、北海道農業の美しさや食材の魅力

をお届けする新番組です。UHBの公式 Youtubeチャンネ

ルで配信中の長尺編と併せて、ぜひご視聴ください。 

 

 

 このたび、看護師採用専門ホームページを開設しました。 

それぞれの事業所を紹介しながら、地域医療を共に支えてく

れる仲間を募集しています。 

 下記 QRコードよりサイト閲覧が可能ですので、より多くの

方々にアクセスをお待ちしています。 

 また、Twitter（@kouseihosp_ns）でも最新情報を発信 

 

 

 

していますので、チェック

してみてください。 

 

稲刈り 

の様子 

ＪＡグループ通信
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普及センターより

　

病
気
に
さ
せ
な
い
ほ
乳
管
理
を
目
指
そ
う

　

生
後
１
週
間
前
後
の
子
牛
に
つ
い
て

免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
量
の
指
標
と
な
る
血

清
総
タ
ン
パ
ク
量
（
Ｔ
Ｐ
）
測
定
値
を

夏
と
冬
で
比
較
し
て
み
ま
し
た
（
表
１
）。

　

Ｔ
Ｐ
が
低
く
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
量
が

少
な
い
牛
の
割
合
は
冬
の
方
が
多
く
、

疾
病
感
染
リ
ス
ク
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
牛
を
病
気
に
さ

せ
な
い
よ
う
、
ほ
乳

管
理
の
見
直
し
を
お

こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

良
質
な
初
乳
を
給
与

　

子
牛
に
は
生
ま
れ

て
か
ら
６
時
間
以
内

に
「
良
質
な
初
乳
」

を
「
腹
一
杯
飲
ま
せ

る
」
こ
と
で
親
か
ら

の
免
疫
を
し
っ
か
り

と
受
け
継
が
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

初
乳
は
「
比
重
計
」
や
「
糖
度
計
」

を
使
用
し
て
品
質
の
判
断
を
お
こ
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

良
質
な
初
乳
の
目
安
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

ま
た
、
初
乳
は
１
回
に
３
リ
ッ
ト
ル

以
上
を
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
生
ま
れ
た

子
牛
の
ほ
乳
意
欲
を
優
先
し
ま
す
が
、

待
っ
て
も
意
欲
が
み
ら
れ
な
い
場
合
は

強
制
的
に
給
与
し
て
く
だ
さ
い
。

丈
夫
な
子
牛
を
産
ま
せ
る

　

虚
弱
で
生
ま
れ
た
子
牛
は
生
ま
れ
な

が
ら
に
自
己
免
疫
を
産
生
す
る
力
が
弱

く
、
下
痢
や
肺
炎
の
発
生
が
多
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
丈
夫
な
子
牛
を
産
ま
せ

る
た
め
に
も
、
乾
乳
牛
の
乾
物
摂
取
量

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
、
フ
リ
ー
バ
ー
ン

飼
養
で
は
十
分
な
飼
槽
幅
を
確
保
す
る

ほ
か
、
つ
な
ぎ
飼
養
に
お
い
て
も
敷
料

を
豊
富
に
入
れ
、
寝
起
き
の
し
や
す
い

飼
養
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

冬
期
に
は
寒
さ
へ
の
対
応
の
た
め
、

牛
は
よ
り
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要

と
し
ま
す
。
母
牛
の
体
調
は
初
乳
品
質

に
も
関
連
し
ま
す
の
で
、
乾
乳
牛
の
管

理
に
は
特
に
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

初
乳
製
剤
の
積
極
利
用
を

　

初
乳
の
品
質
が
劣
る
場
合
、
特
に
双

子
や
初
産
牛
の
分
娩
時
な
ど
に
は
凍
結

保
存
し
た
良
質
初
乳
を
給
与
す
る
ほ
か
、

初
乳
製
剤
を
積
極
的
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

初
乳
製
剤
は
製

品
に
よ
っ
て
含
ま

れ
る
免
疫
グ
ロ
ブ

リ
ン
量
が
異
な
り

ま
す
の
で
、　

メ

ー
カ
ー
推
奨
ど
お

り
の
濃
度
で
の
給

与
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

畜　

産

『
肥
料
高
騰
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
』

一　

現
在
の
肥
料
情
勢
に
つ
い
て

　

尿
素
、
リ
ン
安
、
カ
リ
等
の
主
要
輸

入
原
料
需
給
の
逼
迫
や
円
安
の
影
響
で

肥
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
肥
料

費
の
削
減
に
は
、
土
壌
成
分
に
応
じ
た

減
肥
及
び
施
肥
銘
柄
の
検
討
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
土
壌
分
析
を
活
用
し
、
肥

料
高
騰
の
対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

二　

土
壌
pH
と
肥
料
の
吸
収
率

　

施
肥
標
準
ど
お
り
に
施
肥
し
て
も

「
生
育
が
悪
い
」「
葉
の
色
が
淡
い
」
等

の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
原

因
の
一
つ
と
し
て
土
壌
pH
が
考
え
ら
れ

る
場
合
も
多
い
で
す
。
例
え
ば
窒
素
は
、

土
壌
pH
６
～
８
で
は
溶
解
性
・
可
溶
性

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
６
を
下
回
る
と

低
下
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
土
壌
pH
が
低

い
ほ
場
で
窒
素
肥
料
を
施
し
て
も
吸
収

し
に
く
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

普
及
セ
ン
タ
ー
で
も
土
壌
pH
の
測
定
が

可
能
で
す
の
で
気
軽
に
相
談
下
さ
い
。

三　

肥
料
高
騰
に
向
け
た
対
策

　

土
壌
中
の
養
分
以
外
に
、
た
い
肥
等

の
有
機
物
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
減
肥
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
有
機

物
中
の
具
体
的
な
肥
料
成
分
を
把
握
す

る
場
合
は
、
分
析
を
行
う
こ
と
を
推
奨

し
ま
す
。

　

施
肥
銘
柄
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
減

肥
、
コ
ス
ト
削
減
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
肥
効
調
節
型
肥
料
（
ロ

ン
グ
・
Ｕ
Ｆ
・
Ｄ
ｄ
・
Ｃ
Ｄ
Ｕ
等
）
は
、

施
肥
量
の
削
減
に
加
え
、
分
施
・
追
肥

作
業
の
労
力
軽
減
、
燃
料
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｂ
肥
料

は
化
成
肥
料
よ
り
低
価
格
で
使
用
で
き

ま
す
が
、
土
質
に
よ
り
肥
料
成
分
が
流

亡
し
や
す
い
ほ
場
も
あ
り
ま
す
の
で
、

使
用
の
際
は
土
質
を
確
認
し
、
検
討
し

ま
し
ょ
う
（
表
を
参
照
）。

　

減
肥
対
策
に
は
、
ほ
場
の
養
分
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

有
効
態
リ
ン
酸
や
交
換
性
カ
リ
が
豊
富

な
ほ
場
で
は
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
の
減
肥

銘
柄
の
使
用
が
可
能
で
す
。
肥
料
高
騰

の
対
策
に
向
け
て
土
壌
分
析
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

園　

芸

ひざし　2022. 119

○ＢＢ肥料の使用

⇒化成肥料と比較して低コストで

　施肥が可能

※ただし、土質に注意する

○肥効調節型肥料の使用

⇒施肥量の削減＋労力・燃料費の

　削減

○リン酸、カリの豊富なほ場

⇒高窒素のリン酸・カリ減銘柄の

　活用（せひらく、えこらくシリ

　ーズなど）・肥料費の削減

図　土壌pHと肥料成分の溶解性・可溶性
(トルオーグ1949より)

表　各肥料銘柄の選択

写真
デジタル糖度計
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今月号の抽選は

佐藤直行代表監事でした

プレゼント付まちがい探し当選者発表
１０月号の答えは「①④⑦⑩⑫」でした。
当選者は下記の方々です。

　湧別町南兵村二区　　池田　和子さん

　湧別町北兵村一区　　山田　　忍さん

　湧別町南兵村三区　　宍戸　厚子さん

　遠軽町生田原　　　　鈴木　智子さん

　遠軽町丸瀬布　　　　上野　知代さん

  

読
者
の
声

　

毎
回
間
違
い
探
し
楽
し
ん
で
挑
戦
し
て

お
り
ま
す
。
朝
・
夕
寒
く
な
り
雪
虫
が
沢

山
飛
ん
で
冬
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。
お
互

い
お
身
体
慈
愛
し
ま
し
よ
う
。

（
匿
名
）

　

涼
し
さ
を
通
り
越
し
て
朝
晩
が
寒
く
な

り
、
今
朝
も
畑
を
見
回
り
に
家
に
入
る
と

メ
ガ
ネ
が
真
っ
白
に
。
冬
将
軍
が
目
の
前

ま
で
来
て
い
る
の
で
す
ね
。
皆
様
も
風
邪

な
ど
召
し
ま
せ
ん
よ
う
に
。
コ
ロ
ナ
共
々

お
気
を
つ
け
て
、
や
が
て
来
る
冬
将
軍
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

冬
将
軍
、
コ
ロ
ナ
も
吹
っ
飛
ば
す
ぞ
ー
。

（
匿
名
）

　

こ
れ
か
ら
長
い
冬
が
訪
れ
ま
す
の
で
、

冬
支
度
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

も
う
す
ぐ
お
ゆ
う
ぎ
会
。
楽
し
み
で
す
。

（
匿
名
）

　

自
分
の
出
ば
ん
に
な
る
と
、
き
ん
ち
ょ

う
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
ね
。

　

暑
く
な
っ
た
り
寒
く
な
っ
た
り
変
な
秋

で
す
。
農
作
業
も
終
わ
り
に
近
く
な
り
ま

す
。
事
故
に
も
気
を
つ
け
て
。

（
匿
名
）

　

今
年
の
農
作
業
も
あ
と
少
し
で
す
ね
。

陽
も
短
く
な
っ
て
寒
さ
も
強
ま
り
ま
す
の

で
、
農
作
業
事
故
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◇
報
告
事
項

１
．
専
門
部
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

２
．
秋
季
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

３
．
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

４
．
砂
糖
制
度
・
ル
ー
ル
の
協
議
に
係
る

　
　

経
過
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

５
．
不
祥
事
再
発
防
止
策
取
組
状
況
報
告

　
　

（
９
月
分
）
に
つ
い
て

６
．
第
21
回
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
カ
ッ
プ
パ
ー

　
　

ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果
に
つ
い
て

７
．
固
定
資
産
の
修
繕
に
つ
い
て

８
．
そ
の
他

◇
議　
　

案

１
．
令
和
4
年
度　

賦
課
金
の
賦
課
徴
収

　
　

に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
国
産
粗
飼
料
利
用
拡
大
緊
急
酪
農
対

　
　

策
へ
の
上
乗
せ
助
成
実
施
（
案
）
に

　
　

つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
一
日
皆
貯
金
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

４
．
育
児
及
び
介
護
休
業
規
程
の
改
正
に

　
　

つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

５
．
役
員
視
察
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
の
あ
ら
ま
し

第
9
回
理
事
会

（
令
和
4
年
10
月
26
日
）



ひざし　2022. 1111

解答欄

い さ
が し

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５カ所あります。間違っている部分を左下の
枠内の数字で探しましょう。

出題・イラスト：酒井栄子

ま
ち が

１１月のプレゼント付まちがい探しは、冬休み牛乳
消費拡大運動として、牛乳贈答券1,000円分を5名
の方にプレゼントいたします。たくさんのご応募、
お待ちしております！！

例年実施しております秋季農事部懇談会を下記の日程により開催いたします。

日程上、都合の悪い場合は、本所営農課若しくは各支所までご連絡お願いいたします。

秋の農事部懇談会開催について秋の農事部懇談会開催について

【秋季農事部懇談会日程】

※丸瀬布・白滝地区の懇談会につきましては、１３：４５～となります。

午　　　前

１０：００～１２：００

午　　　後

１３：３０～１５：３０

１１月２８日（月）
開盛・札富美・旭

ＪＡ本所会議室

富美・上富美

ＪＡ本所会議室

１１月２９日（火）
４の３・５の１

ＪＡ本所会議室

屯市・５の２・５の３

ＪＡ本所会議室

１１月３０日（水）
４の１・４の２

ＪＡ本所会議室

遠軽・学田・清川

社名淵・瀬戸瀬

ＪＡ遠軽支所会議室

１２月　１日（木）
安国・生田原・清里

ＪＡ生田原支所会議室

丸瀬布・白滝（※）

白滝国際交流センター コピエ
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